
令和４年度

転倒災害の再発防止のための自主点検結果

出典：転倒災害の再発防止のための自主点検等報告書（令和４年４月１日～令和５年３月3１日受理分）
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転倒災害年齢別発生状況（令和４年）
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全労働災害と転倒災害発生件数の推移

転倒 全数

令和４年転倒災害発生状況

※新型コロナウイルス及び
ワクチン副反応を除く

※屋内滑りのうち１件
は冬季特有と重複

商業,

38件 ,22%

保健衛生業,

30件, 18%

運輸交通業

24件, 14%

ビルメンテナンス業, 

18件, 11%

製造業,15件, 9%

接客娯楽業,

15件, 9%

建設業,7件, 

4%

その他,22件, 13%

業種別発生状況（令和４年）

項目 原因（複数回答可） 回答数

1 身の回りの整理・整頓を行っていなかった。通路、階段、出口に物を放置していた。 8

2 床の水たまりや氷、油、粉類などは放置せず、その都度取り除いていなかった。 12

3 安全に移動できるように十分な明るさ（照度）が確保されていなかった。 7

4 転倒を予防するための教育を行っていなかった。 37

5 作業靴は、作業現場に合った耐滑性を有し、かつサイズのあったものを着用していなかった。 8

6 ヒヤリハット情報を活用して転倒しやすい場所の危険マップを作成し、周知していなかった。 18

7 段差のある箇所や滑りやすい場所などに注意を促す標識をつけていなかった。 29

8 ストレッチ体操や転倒予防のための運動を取り入れていなかった。 27

9 通路、駐車場等の除雪・融雪が不十分であった。 35

10 その他 1

11 未回答 20



腰痛予防・高年齢労働者の安全対策も併せて行いましょう！

取り組んでもらいたい転倒予防対策
転倒しにくい環境づくり（段差の解消・見える化、通路や作業場所の床の水等の拭き取り、整理整頓

の徹底等のハード対策）のほかに、個々の労働者の転倒や怪我のしやすさへの対応（転倒等リスク
チェックの実施と結果を踏まえた運動プログラムの導入等のソフト対策）への取り組みをお願いします。

転倒等リスク評価セルフチェック票を用いた評価ポイント１

運動プログラムの導入等ポイント２

労働者の身体機能低下を抑制し、転倒災害を予防しましょう。

中災防
【転倒災害防止のための
身体機能向上セミナー】

厚生労働省
【転びにくい体をつくる職場エクササイズ】

・腰痛予防体操の実施、社会福祉施設におけるノーリフトケアの介護や荷の取り扱い作業におけるリフ
ターや自動搬送装置の導入、重量物注意の危険表示等、作業に合った腰痛予防対策の実施をお願いし
ます。

・エイジフレンドリーガイドラインを踏まえた高年齢労働者の安全対策の実施も併せてお願いします。

エイジフレンドリー
ガイドライン
（高年齢労働者の安
全と健康確保のため
のガイドライン）

転倒等リスク評価セルフ
チェック票

職場の安全サイト
転倒災害プロジェクト
身体的能力のセルフ
チェック


